
はじめに

19世紀末フランスで流行した，いわゆる「デカダン

ス」の精神とは，人生を全面的に拒否する極端なペシミ

ズムを土台にしている。世紀末の文学作品に登場する主

人公の多くは，俗悪な世間を離れ，極度に洗練されたオ

ブジェに満ちた室内に「人工楽園」を作り上げる2）。世

紀末の文学作品に多大な影響を与えたポーやボードレー

ルも，早期から室内に対する関心を寄せていたように3），

現実のレベルにおける室内装飾の流行と，文学における

閉じこもる身振りの顕在化は切り離して考えることはで

きない。ベンヤミンが「蒐集家がこの室内の真の居住者

である4）」と指摘したように，蒐集家こそが，このあら

ゆる「がらくた（bibelot）」で充溢した小宇宙の主であ

り，世紀末の文学作品における「閉じこもる」主人公た

ちは多少なりともこうした蒐集家としての要素を持って

いるのである5）。事物は「人工楽園」を作り上げるとい

う目的のために，本来の用途目的を剥奪され，ただ「所

有される」ことのみによって意味を付与され，蒐集家の

閉ざされた世界そのものを再構築する。世紀末の文学作

品において，蒐集家の室内とはもはや単なる逃避の場で

はない。そこは世界そのものである。ところが，蒐集家

が室内に持ち込む「モノ」とは，すべて自己の投影でし

かない。『さかしま』の主人公が自らの室内を充溢させ

るほどに，彼の抱える「病」は回復に向かうどころか悪

化し，ついに理想の人工楽園であったはずの館を放棄せ

ざるをえないのは，こうした世紀末の蒐集家の室内が包

含する矛盾を示唆している。室内はモノで充溢している。

しかし，その飽和的なまでの豊かさのなかで，部屋の主

は孤独を感じざるをえない。世紀末文学で描かれた人工

楽園において，しばしばそこに閉じこもる人物に悲劇的

な結末がもたらされるのは，このような矛盾に由来する

ものであろう6）。それはコンラッドが指摘したような，

無限に増殖するがらくたに囲まれて生きる蒐集家たちの

姿である7）。

さて，19世紀末は，前述のように自己を反映させた

モノに溢れる洗練された室内に閉じこもり，やがてはそ

の室内もろともに破滅するという物語が流行する一方で，

コレクションの大衆化が爆発的に推し進められた時代で

もある。博物学がひろく一般大衆にまで流布することと

同時に，19世紀後半からとりわけ隆盛を誇るようにな

る大衆向けジャーナリズムや，写真技術の発達によって，

人々はより容易に情報を手にいれることができるように

なり，これまでのように一部の特権者による希少品の独

占が許されなくなった8）。19世紀はあらゆる文化の「大

衆化」の時代であり，コレクションもその例外ではない。

筆者はこれまで世紀末の「室内」をめぐる言説を一貫し

て研究してきたが，ユイスマンスの『さかしま』が出版

された1884年には，すでにコレクションの大衆化は進

んでおり，コレクター像のイメージは多層化されていた

と思われる。そこで本論においては，文学的なテキスト

を離れ，現実レベルにおけるコレクター像について考察

する。ついては，ペティによる先行研究を参考に，一般

的に世紀末と呼ばれる70年代から90年代にかけて出版

された，コレクター像をめぐる書物を整理・分析し，当

時のコレクター像の諸相を明らかにしていきたい。

1.19世紀末におけるコレクションブーム

19世紀末がいかに一般大衆にまで蒐集趣味が広まっ

た時代であったかは，モーパッサンが1883年に『ゴロ

ワ』紙に寄稿した次の記事を見ても明らかであろう。

「例外なく，あらゆる情熱のなかで，骨董品に対する情

熱はおそらく最も手に負えない，抑えのきかない情熱な

のであろう。古い家具に心を奪われた人は，もう助から

ない。骨董趣味とは単なる情熱ではない，それは偏執で

あり，不治の病なのだ。この病は社会のあらゆる階層に

猛威を振るっている。今日では誰もがコレクションをし

ている。誰もが玄人であり，あるいは自分をそうだと思

い込んでいる9）」。またオクターヴ・ミルボーは，こう
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した「偏執」にまで高まった蒐集熱を，1885年の同紙

上で次のように揶揄している。「＜骨董趣味＞とは抗し

難く，御し難い情熱で，そのために人は，状況や気質に

応じて，大胆なことをやってのけたり，大それた罪を犯

したりする。この情熱に囚われている人の目には，人殺

しの光や恍惚の色が宿っている。コレクターというのは

殺人者や殉教者の類だ。その人にとって人生とは，どう

しても手に入れたかった燭台や，羨んでやまない芯切り

鋏のことであり，それ以外はすべて消えてなくなってい

るのだ10）」。また世紀末のトップジャーナリストであっ

たジャン・ロランは，90年代末のコレクターたちの姿

を振り返り，次のように述べている。「彼らは皆なにか

を蒐集している。こっちのやつはサーベルの鞘，あっち

のやつはアン女王のベルトのバックル，もうひとりはロー

マの王の靴か，美男のミュラー公のサーベル用の腰鞄と

いったところだ。まさしくなにかをしなくちゃいけない

のだからね。世界に口出しするわけじゃないとしても，

そのささやかな存在を世界に確保しておかないと11）」。

このように19世紀末は飛躍的に一般大衆にまで蒐集

熱が広まった時代であった。ドミニク・ペティは『ゴン

クールとコレクション』において，19世紀を通して出

版されたコレクションにまつわる書物をとりあげ，コレ

クター像の変遷について詳細な研究を行っている12）。そ

こで本論では，世紀末における「室内」を分析するうえ

でのひとつの要因として，ペティの挙げるコレクター像

の変遷，とりわけ19世紀後半におけるコレクター像に

ついて整理してみたい。

2.ペティによるコレクター像の変遷

ペティは，世紀末において「ほとんどすべての人々」

がコレクションを始めたことによって，かつて見られた

ような，いわゆるステレオタイプ的なコレクター像を定

義することは意味をなさなくなってしまった，と述べて

いる13）。

コレクター像について分析するうえで困難な点は，コ

レクションそのものに対する専門的な言説は過去をさか

のぼっても数多く存在するものの，多くの場合，それら

は人物ではなくモノに焦点を当てているということであ

る。とはいえ，コレクションのカタログに寄せられた序

文等から，当時のコレクター像の一端を分析することは

可能であろう。ペティが19世紀後半のコレクター像を

知るための資料として，まず挙げているのが，シャルル・

ブランの『骨董品の宝庫 14）』（1857）である。ブランは

アカデミーフランセーズのメンバーであり，月刊誌『ガ

ゼット・デ・ボザール』や日刊紙『タン』などの編集長

を務め，また自身が当時の著名なコレクターでもあった。

この書物自体は骨董品のカタログに近い内容であるが，

アドルフ・ティボドーによる「著者への手紙，骨董品に

ついて（・Lettre�l・auteur,surlacuriosit�・）」と題

された序文が付されている。ティボドーの父はフランス

革命・ナポレオン時代を通じて政治家として活躍した人

物で，ティボドー自身は当時の著名な美術品コレクター

であった。ここで描かれているアンシャン・レジーム期

におけるコレクターの姿は，あらゆる美しいものに目が

ないエリート主義のサークルのメンバーであり，彼らの

階級こそ様々であるものの，視覚的な喜びを享受するた

めに集まった同好の士である。ここでは彼らをつなぎ合

わせるものは，美しいものに対する「喜び」である。

さらに，1862年から68年にかけて出版されたフィエ・

ドゥ・コンシュによる『ある蒐集家の歓談 15）』では，

ペティはタイトルそのものが興味深いと述べている。つ

まり，「歓談（causeries）」であるということは，公的

なものではなく，さきほどブランの著作についても述べ

たように，同じ趣味で集まった仲間同士による，骨董品

についてのくだけた会話という体裁をとっているのであ

る。シェ・デ＝タンジュというコレクターへの手紙のか

たちで序文が付されているが，そこで強調されているの

は，この本が書かれた目的そのものが，学識を誇示する

ためではなく，自分の好みや傾向を仲間たちに知っても

らうためである，ということだ。さらにペティは，古代

ローマの哲学者キケロが引用されていることを受けて，

キケロの論じた「オティウム（otium）」という概念と

コレクションとのつながりを指摘している。つまり，オ

ティウムとはラテン語で「働かない時間」あるいは「思

索する時間」を意味しており，ここで描かれているコレ

クターたちにとって，コレクションとはオティウムを快

適に過ごすためになされるものであった。

ところが，こうした「働かない時間」を快適に過ごす

ためのコレクション，仲間内の「喜び」としてのコレク

ションが次第に変質してくるのが，1870年代であると

ペティは論じている。コレクションが「働かない時間」

を充足させる喜びというだけではなく，知識を新たに蓄

え，さらに人々を芸術という分野において「教化」する

ということ，ひいては，コレクションをすることが一種

の「仕事」や「使命」という文脈のなかで語られ始める

ということである。エドモン・ボナフェによる『芸術と

骨董品についての歓談 16）』は，その「歓談」というタ

イトルから一見してフィエ・ドゥ・コンシュの体裁を継

承しているかのように思える。しかし彼は，仲間内だけ

で楽しみを共有するという閉鎖性や，博学なディスクー

ルを駆使するエリート主義を拒絶している。「これらの

貴重な過去の遺物が，いったん集められてしまうと，一

部の気難しい人々の，排他的な喜びのためにしまい込ま

れるなどということは，理解しがたい。そこから情報が
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引き出されなくてはならない，大衆の教育がいっそうな

されなくてはならないのだ 17）」。コレクションはもはや

単なる趣味ではなく，ある種の「使命」として語られる。

つまりコレクションというのは，社会のあらゆる階層の

人々に芸術を教え，興味を持たせることができる手立て

であり，貴族や一部の富裕な人々が「働かない時間」を

過ごすための楽しみや美的な快楽のため，あるいはエリー

ト主義的な高度な知識を得るためではない，という文脈

で捉えられているのだ。ボナフェはまた1881年に出版

した『蒐集の生理学 18）』においても，こうしたコレク

ションの新しい側面を強調している。つまり，ペティが

定義するところの 1840年代頃における「奇抜な人物

（excentrique）」としてのコレクターが 19），純粋に自ら

の喜びのためだけにコレクションを独占し，住居に閉じ

こもることができたのに対して，80年代のコレクター

はより「公人」としての役割を持つことになるという点

である。彼らはカタログを作成し，コレクションを一般

の人々にも見てもらえるよう，家を美術館として改修す

る。もはや知識の独占は奨励されず，むしろ，いかに蒐

集品を展示するかが重要になる。ようするに知識をいか

に「共有」するかが，コレクターたちの関心事として俎

上に載ることになるのである20）。

3.ボスクの辞書とボスク以後

さて，このように「教育」や「教化」という文脈でコ

レクションが語られる場合に，ペティが特に重要な資料

とみなしているのは，エルネスト・ボスクがコレクター

向けに1883年に出版した『美術骨董事典 21）』である。

ボスクは事典の序文で，ブランの著書で描かれているよ

うな，過去のコレクター像について触れ，「コレクター

とは必然的に金持ちで時間に余裕のある人物，いわゆる

「ジェントルマン」でなくてはならず，彼らは見たり，

ぶらぶらしたり，感触を楽しんだり，触って確かめたり，

旅をすることを大変好み，何の心配事もないような人た

ち22）」であったと述べている。しかし，今や何かをコ

レクションする人たちはあまりにも多くなった，という

ことをボスクは指摘し，すでになんらかの知識を所有し

ているエリート層のためにではなく，新参のコレクター

たちのための書物が必要になったのだと主張する。これ

までのコレクター向けの書物は，あくまでも骨董品に対

する博学的な知識を楽しむための「読み物」であり，素

早く容易に必要な情報が引き出せる書物が存在しなかっ

た。たとえば前述のブランによる『骨董品の宝庫』は，

骨董品の種別ごとの参照は可能であったが，各項目の記

述も長く，順不同であるから素早く参照することはでき

ない。ペティはボスクの事典が出版された際に発行され

た宣伝用の小冊子から，次のような評を引用している。

「こうしたあまりにも困難を極める題材においては，誰

もが高い教養を身につけられるわけではない。しかし，

中間層のコレクターたちにとっては，良質で二次的な教

育があれば十分である。ボスク氏が語りかけているのは，

まさしくこうした，より多くの情報を最も熱心に願って

いる大衆たちなのである23）」。ボスクは序文で，この事

典の「高尚なる目的（cenoblebut）」とは「役に立つ

（�TREUTILE）」ということだと述べ，そのことは大

文字で強調されている。さらに，新参のコレクターたち

にとって必要なものは「一定量の知識（unecertaine

dosedeconnaissances）」であり，そのために「現実的

な助力（unr�elservice）」を与えたいのだと述べてい

る。学術的な記載をなるべく避けた，とするボスクが選

んだ形式は容易に素早く参照できる「事典」であり，か

なり現実的なアドバイスを与えることで，これまでの読

み物中心であったコレクター向けの書物とは明らかに一

線を画している。つまり，アルファベット順に並んだ事

典の各項目には，オブジェについての概要，歴史が簡潔

に書かれ，またそのオブジェの取引額や，どこのオーク

ションで売買されたかなども必要に応じて記載されてい

る。そして近年増加した模造品を売りつける悪徳商人た

ちに騙されないためにも，商人たちと取引を重ねること

で「経験」を積むことも大事だと述べている。このよう

にボスクの事典は，新参のコレクターたちには「知識」

と「経験」こそが武器になることを教え，どのようにし

て集め，買えばいいのかということを簡潔に伝えている。

さらに，コレクションをどのように扱い，修理し，ど

のように展示すればよいのか，というアドバイスを与え

る書物もあらわれる。例えば，マズ＝サンシエが1885

年に出版した『コレクターの本 24）』では，オブジェの

種類別に取り扱い方の助言を与えている。また雑誌『芸

術の日本』の1891年3月号に掲載された，日本の装飾

品コレクションについて解説しているユイシュの記事

「コレクションの技術 25）」では，コレクターの収入や，

住居の中で飾るべき場所，子供がいるかどうかなど，コ

レクションをするにあたってのより散文的なアドバイス

がなされている。このように世紀末のコレクター向けの

書物を分析することで，コレクションを大衆の「教育」

として捉える文脈が明らかになるのである。

おわりに

以上のように，ペティの先行研究を参考に，19世紀

末におけるコレクター向けの書物について整理してきた。

世紀末にコレクターが急激に増えたことをうけて，世紀

末から世紀転換期にかけては，コレクションをめぐる言
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説は膨大に存在する。さらには，世紀末に隆盛を極める

ジャーナリズムにおいても，先のモーパッサンやミルボー

の例を挙げるまでもなく，メディア上でコレクションに

ついて言及されることは非常に多い。こうした資料を整

理・分析することは今後の課題のひとつである。

また，ボスクの事典がどの程度影響を与えたのか，事

典の発行部数や，メディア上における書評や反響などは

追って調査する必要があるだろう。

本論の調査を通じて興味深いのは，ボスクの事典が出

版されたのは，ユイスマンスの『さかしま』が出版され，

文壇に熱狂を巻き起こす前年の1883年であったという

点である。前述したように『さかしま』の主人公こそ，

「閉じこもる」エステットの代名詞のような存在であり，

『さかしま』の文体そのものが，まさしくコレクション

のカタログであるかのような，珍しいオブジェを記述す

るという悦楽に満ちている。文学的なテキストにおいて，

コレクションの「理想」のかたちがあらわれるその前年

に，現実のコレクターが直面していた，希少品を独占せ

ずに「共有」「展示」したり，あるいは人々を「教化」

するという目的をうたう事典が出版されたことは注目に

値するだろう。『さかしま』の主人公のモデルとされる，

著名なエステットでありコレクターであったモンテスキ

ウ伯爵は，現実レベルにおいては，新聞メディアを巧み

に利用し，自分自身やコレクションをいかに「見せる」

かという，自己宣伝能力に長けた人物であったことも考

慮すると，「独占」と「共有」の狭間で揺らいでいた世

紀末のコレクションのあり方や，コレクションをテーマ

とする文学テキストの読解もまた変化してくるのではな

いだろうか。こうした考察については稿をあらためたい。
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